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道
家
の
将
済
思
想

策
王
十
二
巻

" 四

皆

競

ノ又

四

道

家

掛

経

思

;f;日
~c..、

の

穂、

積

雄

文

道
家
の
経
済
思
想
を
し
ば
ら
〈
道
家
の
中
心
を
形
成
す
る
と
せ
ら
れ
る
、
そ
の
始
岨
老
子
並
に
そ

D
展
開
者
た
る
結
子
、
楊
朱
に

於
い
て
う
か
が
ふ
て
み
る
。

老
子
D
思
想
は
孔
子
白
思
想
に
封
ず
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
成
り
立
ち
、
孔
子
が
道
一
を
説
い
て
仁
義
を
重
ん
守
る
に
針
し
て
、

老
下
は
『
大
道
駿
有
仁
熱
い
』
1
C
言
ひ
、
日
辺
一
を
自
然
に
蹄
し
、
須
ら
〈
人
矯
を
去
り
で
自
然
に
漣
へ
と
教
へ
、
虚
無
を
唱
へ
て
無
欲
を

詑
〈
E
と
と
な
り
、
「
無
欲
M
腕
共
妙
。
』
「
見
索
。
抱
朴
。
少
私
。
泉
徴
。
』
『
聖
人
欲
不
欲
。
不
安
維
得
之
貨
o
』
L
」
目
ひ
、
又
日
ふ
、

王
色
令
人
目
官
。
五
音
令
人
耳
揮
。
五
味
令
人
口
爽
。
馳
時
世
狙
令
A
心
畿
狂
。
難
得
之
貸
令
人
行
妨
。
是
以
理
人
魚
腹
不
縞
目
。
故
去
位
取
此
。

平
貴
雄
得
之
貨
。
使
民
不
潟
盗
。
不
見
可
欲
。
住
民
心
不
凱
。
是
且
説
人
之
泊
。
虚
共
心
史
其
腹
。
常
使
民
無
知
無
尽

然
し
な
が
ら
、
老
子
の
無
欲
を
就
く
と
き
そ
の
欲
を
経
済
事
上
の
意
義
に
於
け
る
欲
竪
と
し
て
解
す
る
限
り
は
、
そ
の
無
欲
と
言

b

ム
は
草
な
る
修
鮮
で
な
付
れ
ぽ
一
白
誇
張
に
外
注
ら
回
と
せ
ね
ば
注
ら
ぬ
。
査
し
、
若
し
経
済
事
上
心
意
義
に
於
け
る
欲
望
を
無
に

す
れ
ば
死
あ
る
の
み
で
あ
り
、
従
℃
無
欲
諭
は
郎
自
殺
論
で
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
己
と
、
例
へ
ば
食
欲
が
減
退
す
る
と
き
四
国
者
に
か
か

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
を
考
へ
れ
ば
直
ぐ
に
解
る
と
と
る
で
、
老
子
と
い
へ
ど
も
自
殺
論
を
誕
〈
も
の
で
友
い
以
上
人
の
生
存
を
維
持

ず
る
に
足
る
だ
け
の
欲
望
克
足
は
己
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
ぬ
筈
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

E
れ
上
掲
の
如
〈
↓
腹
白
筋
に
し
」
と
言
ひ
、
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『
其
腹
を
寅
売
す
』
と
言
は
ざ
る
を
得
ぬ
所
以
で
、
か
〈
て
欲
室
を
斥
け
た
が
ら
欲
望
を
認
め
託
け
れ
ば
な
ら
む
と
き
、
無
欲
論
は
一

耐
押
し
て
知
足
論
と
な
ら
ね
ば
左
ら
ぬ
こ
と
と
な
る
。
帥
日
〈
、
『
知
足
者
官
。
』
『
知
足
不
辱
。
知
止
不
始
。
」
「
繭
英
大
於
不
知
足
。
M
b
I

英
大
於
欲
得
。
故
知
足
之
足
常
足
実
。
」

そ
し
て
こ
と
に
「
常
に
足
る
』
震
に
『
足
る
を
知
れ
』
と
言
ム
こ
と
は
『
足
る
』
己
と
の
必
要
を
肯
定
す
る
も
D
で
、
己
乙
に
『
足
る
』
と

は
欲
望
の
芳
足
を
意
味
し
、
か
っ
、
そ
れ
に
要
す
る
財
貨
白
存
在
を
強
想
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
最
小
限
の
欲
望
の
充
足
を
暗
示

し
、
従
て
無
欲
論
白
欲
は
粧
併
問
申
上
の
欲
望
の
意
よ
り
は
所
調
整
萄
白
欲
に
解
す
べ
き
の
安
治
た
る
を
知
り
、
そ
し
て
老
チ
の
無
欲

論
を
か
〈
解
す
る
限
り
そ
れ
が
節
欲
論
の
純
鳴
に
属
す
べ
き
己
L
」
孔
一
五
の
寡
欲
説
、
荷
子
の
道
欲
説
と
殆
ど
選
ぶ
と
こ
ろ
た
き
に
至

る
を
認
め
ざ
る
を
得
ぬ
。
も
つ
手
も
と
乙
忙
「
足
る
を
知
る
者
は
富
む
』
は
官
む
と
と
を
思
想
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
へ
ら

れ
る
が
、
己
の
揚
合
そ
の
富
む
と
は
物
的
に

E
寓
の
宮
を
累
ね
る
の
謂
で
は
友
く
て
、
心
的
に
物
欲
に
煩
は
さ
る
る
こ
と
た
き
欺
熊

を
指
せ
る
も
の
た
る
E
と
は
多
言
を
須
ゐ
宇
し
て
明
た
る
と
と
ろ
で
あ
ら
う
。

か
〈
て
君
子
は
出
血
無
を
設
き
無
欲
を
問
へ
た
が
ら
も
、
物
資
生
活
を
否
定
す
る
能
は
守
、
最
小
限
度
比
於
け
る
欲
望
の
充
足
は
と

れ
を
肯
定

L
、
総
て
そ
れ
に
要
ナ
る
財
貨
の
必
要
を
認
め
る
が
、
然
ら
ば
財
貨
獲
得
に
就
い
て
は
老
子
は
如
何
に
考
ふ
る
で
あ
ら
う

か
、
換
一
百
ナ
れ
ば
老
子
の
生
産
論
は
如
何
に
あ
る
で
あ
ら
う
か
。
思
ふ
に
老
子
の
欲
的
主
充
足
の
肯
定
は
最
小
限
度
に
於
て
で
あ
る
以

上
、
そ
の
濡
の
財
貨
D
生
産
も
亦
最
小
限
度
に
止
る
と
せ
ら
れ
る
は
理
の
首
然
で
た
け
れ
ば
危
ら
ね
。
か
く
て
老
子
は
技
術
が
設
建

し
て
、
種
々
の
財
貨
が
作
出
せ
ら
れ
る
己
と
を
不
可
と
す
る
。
吾
々
は
そ
れ
を
例
へ
ば
抗
の
諸
伺
に
於
て
う
か
が
ム
を
得
る
で
あ
ら

う
。
日
く

a 

天
下
多
忌
詩
而
民
捕
貧
。
民
多
剥
器
関
家
機
昏
。
人
多
伎
巧
奇
物
磁
起
。
法
令
滋
彰
提
賊
多
有
。
故
事
人
一
古
。
我
無
儒
而
民
由
化
。
我
好
静
而
民
自
正
。

謹
官
郡
白
艇
諦
思
想

停
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道
家
の
経
済
思
忽

常
五
十
二
容

策

強

ノ一、
プて

丹、

六

我

無

事

珂

民

自

官

。

我

無

欲

而

民

自

朴

。

)

紹
車
棄
智
。
民
利
百
倍
。
絶
仁
棄
義
。
民
復
辛
惑
。
紹
巧
棄
利
。
盗
陪
無
在
百

そ
し
て
、
か
〈
生
産
を
最
小
限
度
に
止
め
る
一
方
、
と
の
無
欲
論
者
は
生
産
せ
ら
れ
た
る
財
貨
に
就
い
て
は
、
己
れ
に
拘
泥
す
る
物

品
引
を
排
撃
し
て
繰
り
返
へ
し
「
生
ヒ
て
有
せ
』
ざ
る
べ
き
を
一
言
ふ
と
と
弐
に
引
〈
如
〈
で
あ
る
。
臼
〈
、

寓
物
作
鷲
而
弔
辞
。
生
而
平
有
。
震
而
不
持
。
功
庇
而
弗
居
。
尭
唯
弗
居
。
是
以
不
去
。
生
之
畜
之
u

生
而
不
有
。
鋸
而
不
特
。
長
町
不
宰
。
是
謂
玄

徳
。
選
敗
之
。
徳
膏
之
。
長
之
。
育
之
。
亭
之
。
毒
之
。
養
之
n

覆
之
。
生
而
不
有
。
錦
而
不
持
。
長
而
不
宰
。
是
謂
玄
徳
。
大
遺
氾
せ
其
可
左
右
。

寓
物
悼
之
両
生
町
平
酔
。
功
成
而
不
名
有
“
愛
護
寓
柏
而
不
濡
主
。
可
名
儒
大
。
是
以
卑
人
格
不
怨
大
。
故
能
成
其
大
。

そ
し
て
、
と
と
に
『
生
じ
て
有
せ
宇
』
「
生
巳
て
解
せ
宇
」
「
長
じ
て
宰
ら
や
』
文
は
、
『
寓
物
を
愛
養
し
て
主
た
ら
や
』
等
種
々
白
一
語
に

上
り
て
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
要
す
る
に
生
産
は
す
る
が
、
そ
白
生
産
物
に
封
ず
る
所
有
様
を
主
張
せ
ぬ
と
一
百
ふ
と

と
を
意
味
す
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
物
の
所
有
搭
は
営
然
に
は
そ
の
生
産
者
に
跡
局
ナ
る
と
云
ふ
と
と

を
暗
黙
の
中
に
認
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
も
か
か
は
ら
宇
そ
の
所
有
権
に
拘
泥
し
て
と
れ
を
主
張
す
る
と
と
左
か
ら
む
と
止
を
力
説

'
ず
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
官
時
生
産
組
織
は
未
だ
簡
皐
に
し
て
、
生
産
者
は
卸
生
産
的
持
働
の
褒
揮
者
以
外
で
は
友

い
と
考
へ
ち
れ
る
が
故
民
、
生
産
物
白
所
有
権
は
醤
然
に
は
生
産
者
に
師
岡
崎
す
る
と
言
ふ
と
と
は
、
財
貨
の
所
有
楳
の
根
擦
を
三
れ

が
獲
得
の
震
に
排
は
れ
た
る
弊
働
に
求
め
む
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
て
そ
れ
は
、
吾
人
は
自
然
に
財
産
の
樺
を
有
す
る
、
そ
し
て

そ
D
擦
が
何
底
上
り
来
り
た
る
か
を
尋
ね
れ
ば
苦
人
が
各
自
土
地
或
は
物
質
に
吾
が
勢
力
を
加
へ
た
る
と
と
に
起
因
す
る
、
故
に
人

が
そ
の
労
力
を
或
る
物
に
加
ム
る
や
す
で
に
そ
D
物
に
到
し
て
所
有
権
を
有
し
他
人
の
こ
れ
を
犯
す
べ
か
ら
ぎ
る
作
置
に
立
つ
、
と

震
せ
る
ジ
ヨ

y

ロ
ッ
ク
白
所
論
に
暗
合
し
、
ま
た
ア
ン
ド

y
・メ

Y
ガ
1

0
主
張
す
る
全
努
働
牧
益
懐
の
思
想
に
相
遁
宇
る
主
考
へ

ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
白
所
有
権
を
主
張
ず
る
友
か
ら
む
こ
と
を
設
〈
こ
と
は
結
局
所
有
権
を
苔
一
定
し
、
私
有
財
産
制
度
を
否
認
す
る

a 

• 
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に
傾
昔
、
従
て
そ
れ
は
枇
合
主
義
乃
至
共
産
主
義
思
想
に
遁
宇
る
と
も
言
へ
る
か
と
恩
ム
。
後
に
遁
ペ
る
老
干
の
小
園
寡
民
の
吐
脅

が
村
落
共
同
憶
と
解
さ
れ
る
所
以
も
あ
る
ひ
は
己
と
に
存
す
る
か
と
思
は
れ
る
。
然
か
し
、
老
子
の
小
国
寡
民
の
枇
舎
は
自
給
自
足

経
怖
の
典
型
と
し
て
遁
べ
ら
れ
て
ゐ
る
と
解
す
れ
ば
、
そ
れ
は
枇
合
主
義
乃
至
共
産
主
義
D

一
形
態
た
る
村
落
共
同
般
と
言
ふ
工
り

も
一
の
制
位
協
円
単
位
と
一
吉
は
お
ぼ
た
ら
ぬ
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
ま
た
社
合
主
義
殊
に
共
産
主
義
は
批
舎
を
化
し
て
一
の
経
済
車
位

と
ほ
摘
す
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
友
ら
ば
も
は
や
言
ふ
と
と
は
た
い
。
然
し
た
が
ら
老
子
の
思
想
に
は
無
政
府
ト
主
義
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ

り
、
そ
し
て
無
政
府
主
義
と
共
際
主
義
は
そ
の
本
質
忙
於
て
氷
山
茨
相
容
れ
ざ
る
剖
蹴
的
た
る
も
り
で
あ
る
と
と
を
思
ム
'
と
き
は
老
子

の
と
の
思
想
を
以
て
共
産
主
義
を
説
〈
も
白
井
」
一
一
三
日
ふ
よ
り
も
む
し
ろ
単
に
所
有
橋
私
有
財
産
制
自
主
張
を
喜
ば
ぬ
も
の
と
言
ふ
に
と

E
ま
る
の
無
難
在
る
を
と
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

か
く
老
子
は
生
産
に
就
い
て
甚
だ
消
極
的
危
考
を
抱
〈
が
故
に
、
従
て
分
業
の
如
き
も
亦
別
に
そ
の
必
要
を
認
め
る
と
は
考
へ
ら

れ
ぬ
白
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
人
類
が
生
産
に
於
て
必
然
陀
入
り
込
む
分
業
は
紋
と
い
へ
ど
も
と
れ
を
如
何
と
も
す
る
と
と
が
で
昔

泣
い
己
と
は
、
彼
が
財
貨
D
流
通
を
説
い
て
突
の
如
く
述
ペ
て
ゐ
る
と
と

ιよ
っ
て
と
れ
を
知
る
E
と
が
で
昔
ょ
う
。
日
〈
、

天
之
遣
。
其
猶
抵
弓
典
。
高
者
抑
之
。
下
者
翠
之
。
有
傍
者
損
之
。
不
足
者
補
之
。
天
立
置
。
損
有
品
開
而
補
不
足
。
人
之
遣
。
則
不
品
。
損
不
足
以
辛

有
偉
。
執
間
有
像
以
車
天
下
。
唯
有
道
者
。
是
以
理
入
信
而
不
持
。
成
功
而
弔
底
。
其
不
欲
凡
官
。

蓋
し
、
財
貨
の
流
通
は
分
業
の
結
果
で
あ
る
と
と
も
に
分
業
は
財
貨
の
流
通
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

然
し
た
が
ら
老
子
が
分
業
を
否
定
す
る
も
の
で
友
い
と
言
ム
乙
と
は
直
に
そ
れ
を
唱
導
す
る
と
言
ふ
己
と
を
意
味
す
る
と
と
に
は

友
ら
由
。
否
、
吾
々
は
老
子
の
小
園
寡
民
の
思
想
に
於
て
彼
が
自
給
自
足
経
済
を
理
想
と
す
る
に
あ
ら
ざ
る
や
を
思
は
し
め
ら
れ
ざ
る

を
得
由
。
そ
し
て
自
給
経
済
は
分
、
業
と
劉
蹴
的
で
注
げ
れ
ば
友
ら
ぬ
。
そ
の
小
闘
寡
民
の
思
想
と
は
印
次
の
如
く
で
あ
る
。
同
〈
、

a 

道
家
白
経
済
思
想

第
五
十
二
容

f¥、
-l< 

傍

観

ノに
七

向上、七十七章。'7) 



遺
家
の
鯉
槽
思
想

体
五
十
二
巷

第

競

A 
J又

l¥よ
ハ、

小
岡
霧
島
。
使
有
什
情
之
器
町
不
用
。
使
民
重
死
而
不
謹
徒
。
瞳
有
舟
興
無
所
乗
之
。
躍
有
甲
兵
無
所
陳
之
。
使
人
復
精
細
町
用
之
。
甘
其
食
。
美
其

版
。
安
其
居
。
柴
其
骨
。
郡
闘
相
望
。
難
犬
之
帥
骨
粗
開
。
民
至
老
死
。
不
相
往
来
。

生
産
せ
ら
れ
た
る
周
貨
は
老
子
が
流
通
経
済
を
承
認
す
る
や
自
給
経
済
を
理
想
と
す
る
や
に
論
左
〈
、
士
た
彼
が
分
配
に
於
て
共

産
主
義
思
想
に
過
や
る
と
否
と
に
か
か
は
ら
十
や
が
て
治
資
せ
ら
れ
る
と
止
に
友
る
が
、
「
欲
せ
ぎ
る
を
欲
し
』
、

『
人
伎
巧
多
〈
し

で
脊
物
滋
起
る
』
を
愛
へ
て
『
巧
を
絶
ち
利
を
棄
』
て
よ
と
読
昔
、
「
生
じ
で
有
せ
宇
』
と
教
へ
る
老
子
は
、
生
産
物
の
消
費
に
於
て
は

伶
を
説
き
者
を
戒
め
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
素
よ
り
論
理
の
首
然
で
何
等
怪
し
む
を
要
せ
ぬ
と
と
る
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
印
或
は

『
聖
人
去
甚
。
去
者
。
去
泰
。
』
と
一
吉
田
ひ
、
叉
臼
〈
、

ω
 

一
目
指
。
二
日
像
。
一
一
一
日
平
散
矯
天
下
先
。
語
放
龍
勇
。
倫
故
龍
庚
。
不
同
取
侭
天
下
先
。
故
龍
成
器
長
。
一
耳
々
。

朝
匙
時
。
田
甚
難
。
倉
甚
慮
。
脱
文
線
。
帯
利
郷
。
肱
飲
食
。
肘
賞
有
像
。
是
謂
盗
事

J

。
非
道
也
哉
。

我
有
一
一
一
費
ロ
持
両
費
之
。

既
忙
述
べ
た
呂
が
如
〈
、
老
子
の
理
想
と
す
る
枇
舎
は
小
園
寡
民
D
世
で
あ
り
、
そ
れ
は
経
済
上
上
り
見
れ
ぽ
自
給
向
足
T
あ
る

が
、
向
給
自
足
は
帥
他
人
に
依
存
せ
ね
こ
と
で
あ
る
か
ら
故
治
上
よ
り
言
へ
ば
自
主
調
立
で
あ
り
、
従
て
そ
と
に
は
老
子
の
理
想
と

す
る
無
震
に
し
て
化
す
る
の
治
が
布
か
れ
、
所
謂
無
政
府
主
義
白
杭
舎
が
成
り
立
つ
と
と
に
友
る
。
そ
し
て
人
々
の
自
主
狗
吹
を
認

め、
h
u
u

局
地
の
泊
が
説
か
れ
る
掴
割
合
、
財
政
支
出
は
そ
白
要
注
昔
己
と
己
そ
望
ま
し
〈
、
財
政
支
出
の
嬰
友
会
」
と
と
ろ
に
財
政
牧
入
の

要
た
ぐ
、
財
政
収
入
の
判
長
な
け
れ
ぽ
租
税
白
存
在
迎
山
は
友
い
。
か
〈
て
老
子
忙
於
け
る
財
政
論
と
し
て
は
粗
砥
を
難
訪
す
る
の
設

に
合
ふ
位
に
終
る
と
E

「
と
在
る
。
臼
〈
、
『
聖
人
執
左
契
，
而
不
責
於
人
。
有
徳
司
契
。
無
徳
司
払
o
」
「
聖
人
不
積
。
既
以
鋳
人
。

己
愈
有
。
既
以
興
人
。
己
愈
ち
』

叉
日
〈

a 

民
之
機
。
以
其
上
食
稔
之
多
。
是
以
鎚
。
民
之
難
泊
。
以
其
上
之
有
錦
。
是
叫
難
治
。
民
之
軽
死
。
以
其
求
生
之
厚
。
是
以
輯
死
。
夫
唯
無
以
生
館
者
。

是
賢
於
貫
生

J
V

同上、二+九章。
同上、五十三章。
同上、凡十一章。

)
)
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そ
し
て
と
の
「
聖
人
積
ま
や
、
と
と
ご
と
く
人
D
震
に

L
て
己
い
よ
い
よ
有

U
、
こ
と
ご
と
〈
人
に
奥
へ
て
己
い
よ
い
よ
多
し
』
と
言

ム
伺
は
論
認
に
見
ゆ
る
『
百
姓
足

D

君
一
割
興
不
足
。
百
姓
不
足
。
君
執
血
(
足
』
(
論
語
、
顔
淵
第
十
一
一
)
乃
至
、
フ
イ
ジ
ヲ
ク
ラ
ッ
ト

白
『
貧
農
則
賓
園
。

を
想
起
せ
し
む
る

貧
閤
則
貧
玉
」

H
V
Z
3
2
司

P
H
E
g
宮
d
5
0
5
E
C
E
O

↓

に
足
る
が
、
私
は
ま
た
と

D
何
を
青
む
毎
に
遠
〈
ナ
ザ
レ
の
聖
者
白
言
行
に
想
到
せ
ぎ
る
を
得
ぬ
も
り
で
あ
る
白
新
約
聖
書
を
繕
け

同

νhWC〈
同
内
同
。
旬
、
一
山
口
目
。
同

)
E
2
5
5
M

ぽ
誌
し
亡
同
〈
、

イ
エ
ス
出
で
で
大
な
る
群
集
を
見
、
こ
れ
を
問
品
て
、
そ
の
病
め
る
者
を
醤
L
給
へ
り
。
タ
に
た
り
た
れ
ば
、
弟
子
た
ち
醐
許
に
来
り
で
言
ふ
『
こ
こ

は
寂
し
き
昆
は
や
時
も
岨
L
、
群
集
を
去
ら
L
品
、
村
々
に
往
き
て
、
己
が
偏
に
食
物
を
買
は
せ
給
へ
』
イ
エ
ス
雪
H
V

掛
-
山
『
か
れ
ら
往
〈
及
ぼ
f
、

世
ら
之
に
食
物
を
典
へ
よ
』
弟
子
た
ち
言
ふ
『
わ
れ
ら
が
此
虚
に
も
て
る
は
唯
五
つ
り
バ
ン
と
二
つ
白
魚
と
の
み
』
イ
エ
ス
言
ひ
給
ふ
『
そ
れ
を
我
に
も
ち

革
た
れ
』
婿
〈
て
群
集
に
命
ピ
て
、
草
白
」
に
品
せ
し
め
、
五
つ
の
川
シ
と
二
つ
の
魚
と
を
取
り
、
天
を
仰
ぎ
て
闘
し
、
パ
シ
を
裂
き
で
、
弟
子
た
ち

に
典
へ
給
へ
ば
、
弟
子
た
ち
之
を
群
集
に
典
ふ
。
凡
て
の
人
、
食
ひ
て
飽
〈
、
裂
き
た
る
鈴
を
集
品
し
に
十
一
一
の
儀
に
満
ち
た
~
p
。
食
ひ
L
者
は
、
女

儲

と
子
供
ー
と
を
除
き
て
凡
そ
五
千
人
な
り
き
。

と
れ
を
一
揚
白
荒
唐
無
稽
白
と
と
と
し
て
斥
〈
る
は
別
と

L
、
ま
た
と
れ
を
ミ
ラ
ク
ル
と
し
て
そ
の
ま
ま
信
仰
す
る
も
し
ば
ら
〈
措

く
、
い
ま
己
れ
を
合
判
的
に
解
せ
む
と
し
て
、
群
集
は
キ
リ
ス
下
白
数
化
忙
浴

L
、
旦
又
キ
リ
ス
ト
が
そ
の
食
料
を
こ
と
ご
と
〈
同

し
て
彼
等
に
奥
へ
た
る
に
感
放
し
、
彼
等
の
中
食
料
を
有
せ
る
も
の
は
骨
そ
れ
を
出
し
て
置
に
入
れ
た
る
に
よ
る
と
す
れ
ば
、
己
れ

は
ま
さ
に
『
と
と
ご
と
〈
人
に
興
へ
て
己
い
よ
い
よ
多
し
』
の
一
解
様
、

一
貫
例
、
と
す
る
と
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

老
子
の
自
然
を
設
き
無
潟
を
説
く
や
、
そ
れ
を
政
治
の
要
諦
と
し
て
説
ぐ
も
D
の
如
〈
で
あ
り
、
そ
し
で
政
治
は
干
の
八
震
で
あ

り
芳
有
国
刷
で
あ
る
。
然
ら
ば
老
子
の
自
然
、
無
震
は
入
震
の
内
に
於
け
る
向
然
、
者
矯
の
内
に
於
け
る
無
錦
、
或
は
同
巴
こ
と
で
あ

a 

遭
家
内
総
憐
思
想

ノ、
ブb

第

競

第
五
十
二
巻

八
九

新約聖書マダイ樽、第十四輩、自十四節至二十筒、同ビと左は、同ピ〈新
約理書のマルコ博、停八章、自 節豆九筒、ル力者、第九輩、白 fニ節宝十
七節にも見ゆ。
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道
家
の
担
済
思
想

傍
五
十
二
巻

需

競

ブb

O 

ブU
O 

る
が
、
自
然
主
内
容
と
す
る
人
錦
、
無
世
摘
を
内
容
と
す
る
有
銭
と
=
昌
ふ
と
と
に
在
る
り
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
れ
ば
、
提
子
が
そ
白

焦
黙
を
漸
く
政
治
D
要
請
上
り
個
人
の
忠
世
に
鞠
己
、
か
〈
て
祉
舎
に
向
っ
て
ゐ
た
思
索
が
個
人
に
向
び
、
個
人
の
外
に
作
用
す
る

代
り
に
個
人
白
内
に
沈
淋
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
、
或
は
逃
避
と
言
は
れ
、
高
踏
と
呼
ば
れ
、
ま
た
は
超
然
主
義
と
名
け
ら
れ
る
と

し
て
も
、
そ
れ
は
無
銘
を
有
潟
よ
り
、
同
然
を
人
銭
よ
り
解
放
し
て
、
以
て
無
潟
、
自
然
を
純
化
す
る
も
り
で
あ
っ
て
、
自
然
、
侃
一

潟
白
思
想
を
し
て
そ
の
ま
さ
に
進
む
べ
き
営
然
の
褒
展
の
過
程
ル
一
踏
ま
し
め
る
も
の

ι解
ナ
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

h
ま
か
〈
解

す
る
左
ら
ば
挺
子
は
ま
己
と
に
老
ナ
白
川
内
錦
、
自
然
の
忠
想
を
織
承
し
て
さ
ら
に
と
れ
を
後
展
せ
し
む
る
も
白
で
あ
り
、
従
て
斑
子
に

町

於
て
も
ま
た
欲
望
が
否
定
せ
ら
る
る
は
怪
し
む
を
要
せ
ぬ
。
帥
荘
子
は
欲
望
を
絶
つ
べ
き
を
唱
へ
て
或
は
『
虚
無
情
淡
乃
合
天
徳
。
』

り

め

町

「
無
欲
而
天
下
回
や
』
『
其
者
欲
深
者
共
天
機
島
。
」
『
不
利
貨
財
α

不
近
貴
品
。
』
と
言
ひ
、
叉
回
〈
、

一
日
五
色
観
目
使
目
不
明
。
ご
同
五
聾
凱
耳
使
耳
不
聴
。
一
一
-
国
王
臭
薫
鼻
園
懐
中
頼
。
四
日
宜
味
潤
口
使
口
腐
現
。
五
日
題
合
滑
心
使

川

性
飛
揚
。
曲
五
者
普
生
よ
害
也
。

先
天
下
之
所
帯
者
富
貴
喜
善
也
。
所
柴
者
身
安
厚
昧
美
服
好
色
普
車
也
。
所
下
者
貧
賎
夫
窓
也
。
所
苦
骨
身
不
得
安
逸
口
不
得
厚
昧
形
不
得
美
服
目
不

得
好
色
ヰ
不
得
普
座
。
若
不
得
者
則
大
変
此
催
。
其
儒
形
也
+
中
島
曲
。
夫
寓
者
苦
身
症
作
。
多
樟
府
而
不
得
轟
用
。
其
儲
形
也
亦
外
央
。
去
貴
者
夜
以

醐
即
日
。
思
慮
善
否
。
其
矯
形
也
事
疏
央
。
人
之
主
也
。
典
憂
倶
生
。
害
者
情
情
久
憂
不
死
。
何
之
哲
也
。
其
錦
形
也
亦
揖
央

A
V

夫
失
性
有
玉
。

そ
し
て
延
子
。
欲
望
否
定
論
に
於
C
は
た
ま
じ
っ
か
欲
望
を
党
足
す
れ
ば
、
欲
望
を
充
足
す
る
を
得
ざ
る
に
至
る
場
合
不
満
苦
痛
由

増
大
せ
む
こ
と
を
恐
れ
る
が
故
に
、
む
し
ろ
始
よ
り
欲
望
宇
一
絶
つ
に
如
か
十
と
す
る
に
あ
ら
ぎ
る
や
を
思
は
し
む
る
と
と
ろ
に
一
の

調
得
在
る
論
理
が
見
山
刊
さ
れ
る
よ
う
に
忠
は
れ
る
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
ら
う
か
。

賎
子
は
欲
望
を
絶
つ
に
如
か
守
、

ぞ
れ
が
天
徳
に
合
致
す
る
所
以
だ
と
説
き

従
て
欲
望
充
足
の
一
具
売
る
貨
財
を
利
せ
や
と
言

a 

ム
ロ
だ
か
ら
班
子
に
あ
り
て
は
財
の
生
産
の
如
き
は
重
ん
宇
る
に
足
ら
ぬ
と
言
ム
よ
り
も
む
し
ろ
煩
は
し
き
替
と
言
ふ
己
と
に
た
ら

。
。
。

一
一
二
八

十
ト
十

第
静
第

地
地
柴

天
天
至

五
宜
六

第
第
第

巷
巷
巻

上
上
上

岡
同
同

〕
)
)

可
巧

F

五
六
二

十
第
十

第
師
第

意
宗
地

刻
大
天

六一一一五

静
静
静

巻
巻
巻

干
上
上

荘
同
同

副
哨
吋
刊



ね
ば
な
ら
ね
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で
延
子
は
日
ム
。

結
理
棄
知
。
大
権
活
止
Q

樋
五
段
嘩
。
小
盗
不
起
。
集
符
破
璽
。
同
民
朴
制
。
措
斗
折
街
。
而
民
弔
帯
。
環
残
天
下
之
理
法
。
而
民
拍
可
興
論
議
。
摺

寵
六
律
。
深
酒
苧
翠
。
塞
暁
之
草
。
而
天
下
姶
人
合
其
聴
長
。
減
文
章
。
肱
五
采
。
腰
椎
来
之
目
。
而
天
下
拾
人
合
其
明
央
。
盟
締
鈎
組
。
而
棄
塙
矩
。

間

腐
工
間
之
持
。
而
天
下
抽
人
有
其
巧
央
。

然
し

財
貨
注
ぐ
し
て
生
な
ぐ
、

従
て
生
産
白
否
定
は
生
の
否
定
で
あ

生
涯
を
重
ん
ぜ
や

こ
れ
を
煩
は
し
炉
鍔
と
し
て
も

り
、
そ
し
て
生
の
否
定
は
一
白
有
矯
で
あ
り
、
人
潟
司
[
一
注
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
以
上
、
荘
子
に
し
て
無
潟
世
話
〈
隈
り
、
自
然
を
説
く
限

り
、
従
て
ま
た
生
を
否
定
せ
ぬ
限
り
、
生
産
を
不
内
定
す
る
を
得
点
Y
、
と
れ
を
肯
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
と
と
な
る
。
そ
し
て
荘
子
建
生

篇
に
見
ゆ
る
「
有
生
必
先
輩
院
。
』
『
養
形
必
先
之
仇
o
』
の
何
は
そ
れ
を
裡
書
ず
る
も
の
と
解
す
る
を
得
る
で
あ
ら
う
。

但
し
嘉
子
に
よ
れ
ば
生
産
は
た
だ
自
然
に
従
ひ
、
あ
ヘ
ヤ
一
自
然
に
逆
は
ぎ
る
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
せ
ら
れ
る
と
と
突
の
諸
句
に

よ
り
て
う
か
が
ひ
う
る
と
こ
ろ
の
如
〈
で
あ
る
。
日
〈
、

切

明

常
困
問
鼎
而
不
益
生
也
。
天
鷺
也
者
夫
食
也
。
既
受
食
於
夫
。
又
悪
用
人
。

E
陰
粛
粛
。
主
腸
赫
赫
。
粛
常
国
乎
売
。
赫
赫
瑳
乎
地
。
南
者
交
遁
成
和
。

幻

叫

布

市
物
生
君
。
無
間
其
名
。
無
関
其
情
。
物
故
自
生
。

そ
し
て
読
に
生
産
は
自
然
に
従
ふ
べ
し
と
す
る
以
上
資
本
白
如
曹
は
無
袋
有
害
ム
」
言
ム
己
と
に
な
る
白
色
是
非
な
き
究
第
で
あ
る
。

即
ち
菓
子
に
弐
白
言
あ
る
所
以
で
あ
る
。
日
〈
、

叩
岬

夫
弓
考
華
北
機
嬰
之
知
多
。
則
烏
飢
於
上
妄
。
的
餌
細
腎
督
智
之
知
多
。
則
景
観
於
水
車
〈
。
削
格
羅
落
宜
宗
之
知
事
一
。
則
獣
観
於
揮
失
。

害
関
之
晋
師
。
有
機
械
者
。
品
有
捕
事
。
有
機
事
者
。
品
有
機
品
。
機
心
存
品
川
崎
月
中
。
別
純
白
不
備
。
純
白
小
備
。
則
柿
生
不
定
。
神
生
不
定
者
。
道

何

之
所
不
載
也
。
膏
非
不
知
。
差
而
不
矯
也
ロ

そ
れ
で
財
貨
は
簡
素
を
寧
ぴ
て
巧
技
を
重
ん
ぜ
中
、
総
て
て
一
匠
を
卑
ん
で
、

4・

道
家
の
鶴
湾
思
想

第
五
+
ニ
巻

九

信

競

え，

。

。
。
十

九
五
二
。

十
第
第
十

第
符
方
第

生
充
子
陸

建
徳
岡
怯

七
ニ
七
回

第
第
枯
岡
崎
貯

巻
巷
巷
巻

上
上
上
上

同
同
同
同
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道
家
の
鰹
情
思
想

第
五
十
三
巻

純
楼
不
残
。
執
矯
噛
樟
。
白
玉
不
要
。
執
錦
産
車
。
夫
残
楳
以
居
凶
器
。
工
匠
之
罪
也
。

第

説

九

ノμ

と
日
ふ
。
然
し
自
然
に
品
川
存
す
る
己
正
最
も
大
雪
〈
、
そ
し
て
人
の
生
存
に
最
も
重
要
注
農
業
に
就
い
て
は
、
例
へ
ば
次
句
に
見
る

如
〈
、
た
だ
白
然
に
従
ふ
べ
し
と
言
は
ね
ば
か
り
で
な
〈
、
さ
ら
に
、
よ
り
自
然
的
在
粗
放
農
業
を
排
し
て
よ
り
人
偏
的
在
集
約
農

業
を
推
し
て
ゐ
る
白
は
註
意
ず
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
日
く
、

昔
予
錦
禾
。
耕
而
由
葬
之
。
則
其
貨
亦
商
事
而
報
予
。
芸
而
械
製
立
。
真
貨
昨
域
裂
而
報
予
。
予
来
年
棚
田
膏
。
探
其
耕
而
熟
寝
之
。
共
禾
象
以
滋
。
予

静
年
献
校
凶

か
〈
斑
子
は
財
貨
を
隼
ば
十
、
生
産
を
重
ん
ぜ
ぬ
が
放
に
分
業
は
と
れ
を
願
此
砲
も
の
白
如
〈

1
4

口
々
は
彼
よ
り
次
D
一
一
言
を
聴
く
と

と
と
た
る
。
臼
〈
、

農
夫
無
卒
業
之
事
則
不
比
。
商
頁
無
市
井
乙
事
別
不
比
。
庶
人
有
且
基
之
業
則
翻
。
百
エ
有
器
械
之
巧
別
社
。
銭
財
不
積
則
食
者
豪
。
権
勢
不
尤
則
容
，

者
悲
。
静
物
之
徒
柴
費
。
遭
時
有
所
用
。
不
能
無
銭
曲
。
此
皆
順
比
於
歳
不
物
於
易
者
也
。

既
に
分
業
を
願
は
や
、
故
に
交
易
白
要
を
認
め
や
J

、
従
て
商
は
斥
け
ら
れ
る
。
日
く
、
『
聖
人

不
貨
悪
用
商
』

然
し
、
い
〈
ら
分
業
主
願
は
宇
、
交
易
の
喪
主
認
め
宇
、
従
て
商
を
斥
け
る
と
言
つ
で
も
、
現
に
人
間
が
分
業
生
産
闘
係
に
入
り

込
ん
で
居
る
以
上
交
易
に
よ
ら
や
し
て
そ
の
生
産
物
の
分
配
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
ら
う
か
が
問
題
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で

あ
ら
う
が
、
然
し
荘
子
も
亦
-
の
共
産
的
思
想
を
抱
き
生
産
物
は
そ
の
必
要
と
す
る
人
に
鴎
属
ナ
ペ
く
、
そ
れ
を
獲
得
す
る
伐
に
必

4・

、
干
し
も
針
債
を
提
供
し
て
そ
こ
に
一
父
易
在
る
現
象
の
成
立
を
必
要
と
せ
ぬ
己
と
を
理
想
と
せ
る
と
と
例
へ
ば
妊
子
に
見
出
さ
れ
る
次

人
可

の
諸
宰
伺
に
よ
り
て
己
れ
を
推
論
す
る
と
と
が
で
き
る
如
〈
で
あ
る
。
日
〈
、
『
不
抱
一
世
之
利
以
錦
己
私
分
。
』
叉
日
く
、

財
用
有
佳
而
不
知
其
所
自
車
。
飲
食
取
且
而
不
知
其
所
従
。
此
制
曲
四
人
l
J
3
v
。

四
海
之
内
共
利
之
。
之
謂
悦
。
共
給
之
之
局
安
。

南
越
有
邑
語
。
名
錆
建
徳
之
岡
。
其
民
愚
而
朴
。
少
私
而
寡
欲
。
知
作
町
不
知
議
。
典
而
不
求
事
報
。
不
知
義
之
所
適
。
不
知
蹄
之
所
摘
。
云
々
。

十

0
0

。一二一十

九
第
十
二

第
血
館
第

蹄
無
地
木

馬
徐
天
山、、

四
八
五
七

第
事
務
俸

巻
巻
巻
巻

、
、
、
、

上
上
上
上

同
問
問
同
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そ
し
て
い
ま
と
れ
ら
の
牢
何
を
讃
み
て
所
有
権
白
根
擁
を
必
要
性
の
上
に
置
昔
、
財
貨
は
民
に
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
に
腕
属
す
る

と
ナ
る
を
知
る
と
昔
、
私
は
例
へ
ば
ゴ

F
ウ
ヰ
ン
の
『
政
治
上
の
疋
義
』
に
見
出
さ
れ
る
所
有
権
の
命
題
を
想
起
し
て
そ
の
脊
し
き
相

似
に
胸
う
た
れ
ぎ
る
を
得
ぬ
も
の
が
あ
る
。

か
く
て
生
産
物
が
と
れ
を
必
要
と
す
る
者
白
手
に
腕
す
る
と
き
そ
と
に
消
費
が
成
り
立
つ
筈
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
拡

T
は
消
費
に

就
い
て
如
何
た
る
見
解
を
抱
く
か
。
思
ふ
に
薙
子
白
消
費
論
は
五
口
々
が
以
上
彼
の
思
想
に
就
い
て
う
か
が
っ
た
庭
よ
り
し
て
と
れ
を

推
測
す
る
こ
と
必
宇
し
も
難
〈
た
い
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
い
ま
改
め
て
と
己
に
と
れ
を
う
か
が
へ
ば
、
吾
々
は
特
に
湛
子
が
消
費
を

否
定
す
る
能
は
ぬ
ま
で
も
、
徐
り
己
れ
を
重
要
腕
せ
十
、
む
し
る
人
は
消
費
如
き
に
煩
は
さ
る
る
と
と
た
〈
、

E
れ
が
拘
束
よ
り
脱

却
す
べ
き
を
理
想
L
す
る
と
と
、
と
れ
を
例
へ
ば
宍
の
句
よ
り
汲
み
と
る
己
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
日
く
、

偽
鮪
街
地
於
深
林
。
不
週
一
校
。
悟
鼠
猷
河
。
不
遇
湖
版
。

大
知
期
於
遠
近
。
故
小
而
不
寡
。
大
町
不
多
。
如
意
無
窮
。

仰

車
問
乎
盈
虚
。
政
得
而
不
事
。
失
而
不
変
。
知
分
之
無
常
也
。

そ
れ
か
ち
最
後
に
財
政
論
で
あ
る
が
、
延
子
は
老
子
の
思
想
を
継
承
し
て
無
鏡
、
自
然
を
説
昔
、
さ
ら
陀
と
れ
を
個
人
に
徹
せ
し

む
る
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
財
政
支
出
は
笠
ま
し
き
と
こ
ろ
で
友
〈
、
従
て
財
政
収
入
の
裂
は
認
め
ら
れ
難
い
と
と
と
た
る
浬
で

あ
り
、
租
税
白
根
擁
を
見
出
す
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
特
に
彼
に
在
り
で
は
、
所
謂
所
有
機
の
通
念
を
超
越
し
て

財
貨
は
員
、
に
そ
れ
を
必
要
と
す
る
者
に
節
目
潤
す
べ
し
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
租
枕
の
形
式
に
於
て
賦
課
徴
牧
ナ
る
が
如
き
は
全
く

不
必
要
と
な
る
と
も
解
さ
れ
る
c

然
ら
ば
そ
の
様
友
一
世
曾
は
一
惜

E
ん
な
も
り
で
あ
ら
う
か
と
言
ふ
と
と
が
問
題
と
た
る
か
と
も
忠

3

9

、昼、

》
ぬ
叫
μ

い
ま
し
ば
ら
く
荘
子
を

J

説
み
て
そ
れ
ら
し
昔
も
の
を
探
ぐ
れ
ば
既
に
掲
げ
た
る
諸
例
の
う
ち
白
あ
る
も
の
の
外
さ
ら
に
例
へ

ぽ
次
の
如
き
も
の
を
あ
げ
得
る
で
も
あ
ら
う
か
。
日
〈

a 

選
家
円
鯉
掛
思
忍

7u 

第
五
十
ニ
巻

官事

腕

九

向上、巻第一、遺遺骨一。
同上、巻静六、秋水静+七。

48) 
49) 



誼
家
白
経
済
思
想

九
回

初

其
誕
往
而
迎
車
。
革
者
釘
封
針
。
往
者
釦
止
。
従
茸
題
提
D

随
其
同
陣
。
悶
其
自
窮
。
故
朝
夕
賦
致
。
而
母
宅
不
判
。
而
況
有
大
塗
者
乎
。

至
徳
之
世
。
号
付
頃
填
。
其
組
踊
顔
。
常
是
時
曲
。
山
無
眠
障
。
押
無
舟
梁
。
高
物
草
生
。
謹
鴎
其
郷
。
禽
獣
成
塁
。
草
木
建
長
O

R

E

故
bm酷
可
併
説

而
敵
。
島
鵡
之
島
。
可
肇
援
而
問
。
夫
至
徳
之
世
。
同
興
禽
獣
居
。
族
興
寓
物
並
。
悪
乎
知
君
子
小
人
哉
凶

第
五
十
二
巻

九
四

告存

続

老
班
は
無
矯
を
設
き
自
然
に
漣
ふ
べ
き
を
論
じ
、
須
ら
〈
欲
望
を
絶
ち
去
り
て
無
欲
情
淡
左
れ
と
教
へ
る
。
然
し
た
が
ら
欲
望
は

素
ム
」
入
閣
の
木
来
具
有
す
る
と
己
ろ
と
す
れ
ば
、
と
れ
を
絶
ち
去
る
は
一
の
入
居
岬
で
あ
り
有
潟
に
屈
し
、
そ
れ
は
無
免
に
戻
り
自
然

に
反
す
る
も
白
で
な
け
れ
ば
な
ら
十
、
従
て
欲
望
を
縦
に
す
る
と
モ
か
へ
っ
て
よ
く
無
震
に
居
り
自
然
に
漣
ム
所
以
干
あ
る
と
言
ム

と
と
に
在
る
と
も
考
へ
ち
れ
る
で
あ
ら
う
。
い
ま
か
く
考
へ
℃
来
る
と
び
と
し
く
道
家
者
流
に
そ
白
名
を
蓮
ぬ
る
者
の
中
忙
楊
朱
白

あ
る
あ
っ
て
、
縦
欲
論
を
唱
へ
、
快
業
至
上
主
義
に
走
り
、
利
己
自
愛

E
説
い
て
鳩
我
主
義
を
主
張
す
る
に
至
呂
白
は
士
た
論
理
の

必
然
に
し
て
、
無
潟
、
白
然
D
思
想
の
常
然
に
進
む
〈
き
進
化
。
階
梯
を
進
め
る
も
の
と
一
言
ひ
得
る
白
で
は
あ
る
ま
い
か
。

楊
朱
に
よ
れ
ば
、

吾
人
人
類
の
員
に
生
き
甲
斐
あ
る
期
間
は
極
め
て
短
〈
、

そ
れ
に
、
人
間
死
後
は
』
唯
一
に
障
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
こ
そ
『
道
主
云
は
宇
後
を
思
は
十
名
主
悶
は
十
』
生
き
て
居
る
中
に
で
き
る
だ
け
快
楽
を
氾
求
す
べ
じ
と
し
て
目
く
、

a 

揚
朱
目
。
百
年
事
之
大
膏
。
得
一
白
年
者
。
千
無
一
語
。
設
有
一
者
。
技
抱
臥
逮
辱
老
。
品
開
府
其
キ
失
。
夜
眠
之
所
拝
。
叢
佳
之
所
遣
。
又
幾
居
其
牛
長
。

痛
疾
哀
音
。
亡
失
憂
棚
田
。
又
幾
居
其
平
突
。
最
十
数
年

ι中
。
詰
勲
而
自
得
。
亡
介
蒋
之
慮
者
。
時
亡
一
時
立
中
爾
υ

則
人
之
生
也
。
実
認
哉
。
実
業

哉
。
露
英
厚
階
。
気
盛
色
爾
。
一
向
美
厚
復
不
可
常
猷
足
。
産
色
不
可
常
続
開
。
乃
復
震
刑
賞
之
所
禁
勤
。
名
法
之
所
誕
握
。
逗
謹
爾
。
競
一
時
之
鼠
容
。

規
托
後
之
金
柴
。
偶
偶
爾
。
慣

4
目
之
観
聴
。
情
身
意
之
是
非
。
佳
央
常
年
之
豆
襲
。
不
能
自
時
於
一
時
。
重
囚
県
措
何
一
以
弄
叫
。
太
古
之
人
。
知
生

之
暫
車
。
知
町
之
暫
往
。
散
従
心
而
動
。
不
謹
自
然
。
所
好
骨
身
之
娯
。
非
所
去
也
。
故
不
錦
名
所
勤
。
従
性
而
排
u

不
遇
寓
物
。
所
好
死
後
之
名
。

招

非
所
車
也
。
故
不
低
刑
所
及
。
名
春
先
後
。
年
命
多
少
。
非
所
量
也
。

向上、答第七、rJl木第二十。
同 h 巷帯四、勝間f部九。
列子、巷第七、楊朱第七。
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然
し
な
が
ち
、
欲
望
を
縦
に
し
、
快
柴
を
渇
求
す
る
と
は
言
つ
で
も
、
そ
れ
比
そ
れ
が
自
然
忙
従
ム
所
以
だ
か
ら
た
の
で
あ
る
か

ち
、
そ
D
た
め
に
は
欲
笠
を
追
求
し
て
も
自
然
を
超
え
て
は
友
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ち
楊
朱
は
日
ム
。

楊
朱
問
。
生
民
之
不
得
件
直
。
錦
四
事
故
。
一
需
害
。
二
銭
名
。
三
鋳
柱
。
四
震
賞
。
有
此
問
者
。
畏
車
。
良
人
。
長
成
。
長
刑
。
此
詰
之
遁
人
也
。

司

可
殺
可
活
。
制
命
在
升
。
不
逝
命
。
何
羨
審
。
不
皿
作
貴
。
何
義
名
。
不
要
勢
。
何
羨
位
。
不
食
官
。
何
羨
貨
。
比
之
調
順
民
也
。

別

楊
朱
円
。
県
屋
美
服
厚
時
妓
品
目
。
有
肱
四
高
。
伺
求
於
外
。
省
此
而
求
井
者
。
無
敵
之
性
。
無
猷
之
性
。
陰
陽
之
詑
也
。

そ
し
て
己
れ
に
よ
り
て
己
れ
を
み
れ
ば
、
財
貨
白
如
昔
も
己
れ
に
と
だ
は
る
は
向
然
忙
背
〈
吠
第
で
、
ま
た
楊
朱
の
所
謂
順
氏
の
と

と
に
非
十
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
が
、
楊
朱
は
更
に
進
み
て
富
は
却
で
身
を
泉
は
す
所
以
で
そ
白
不
可
在
る
と
と
貧
と
異

た
る
と
こ
ろ
な
し
と
す
る
。
日
〈

脇
朱
日
。
原
意
誕
於
魯
。
子
貢
殖
於
荷
。
原
憲
之
鑑
損
生
。
子
貫
之
殖
累
身
。
品
罰
則
輩
亦
不
可
。
拍
車
不
可
。
其
可
高
在
。
白
可
在
型
止
。
可
在
逸
身
。

明

故
善
融
市
生
者
不
審
。
善
治
身
者
不
摘
。

然
し
、
そ
う
は
↓
一
=
口
ふ
も
D

D
そ
の
欲
望
を
迫
ひ
、
快
紫
を
求
む
る
に
常
り
で
は
主
た
他
人
白
と
と
を
念
頭
に
訟
か
や
、
世
間
に
顧
慮

せ
牛
、
た
だ
日
た
ず
ら
に
本
能
に
従
て
そ

D
命
中
る
ま
ま
忙
行
動
す
ぺ
し
と
説
い
て
、
徹
底
せ
る
個
人
宅
義
、
放
任
主
義
に
到
建

し
、
有
名
な
る
次
D
句
を
惑
ず
。
日
〈
、

持

古
之
入
。
損
一
毛
利
大
下
。
不
興
也
。
悉
天
下
奉
一
身
。
不
取
也
。
人
人
不
損
一
車
。
人
人
不
利
天
下
。
天
下
拍
失
。

初
朱
目
。

軒
々
は
楊
朱
が
寡
欲
論
、
道
欲
論
、
無
欲
論
、
と
名
は
呉
左
れ

E
も
等
〈
節
敬
論
敬
整
制
限
論
の
専
ら
と
せ
ら
れ
る
支
那
上
代
の

思
想
界
に
在
り
て
、
調
り
敢
然
と
し
て
縦
欲
論
を
高
唱
し
て
、
欲
望
制
限
論
を
否
定
す
る
を
開
〈
と
昔
、
ま
さ
に
空
谷
に
定
音
を
問

〈
白
忠
左
き
を
得
ぬ
も
の
が
あ
る
。
然
し
た
が
ら
、
彼
の
縦
欲
を
説
〈
や
全
く
個
人
主
義
忙
陥
り
、
来
と
共
に
柴
し
む
こ
と
を
知
ら

ざ
る
も
の
白
如
く
で
あ
る
が
、
人
が
各
自
の
快
梁
に
の
み
走
り
て
ま
た
他
を
顧
み
ぬ
と
き
は
、
そ
こ
に
争
奪
生
じ
て
世
は
飢
れ
、
快

a 

誼
家
の
艇
憐
思
想

第
五
十
二
巻

九
五

苦存

続

九
五

ホ

向上。
同上。
向上。
向上。

)
〉
)
)

3
4
5
6
 

5
5
5
5
 



遺
戒
の
梶
情
思
想

第
五
十
二
巻

九
六

第

披

九
六

地
曜
の
追
求
は
妨
げ
ら
れ
、
却
で
所
明
白
目
的
に
反
す
る
の
結
果
に
到
達
す
る
恐
た
し
と
な
し
得
る
で
あ
ち
ろ
か
。
ま
た
彼
は
縦
欲
論

を
読
ま
な
が
ら
、
宮
を
府
け
、
欲
的
王
充
足
。
具
た
る
財
貨
に
封
ず
る
欲
求
を
人
潟
と
し
て
排
し
、
そ
の
一
故
で
も
あ
ら
う
か
、
生
産
比

就
い
て
考
慮
す
る
と
と
ろ
白
言
を
見
出
し
難
い
白
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
或
は
ま
た
財
貨
の
生
産
は
持
仰
に
ま
ち
、
第
働
は
苦
痛
を
仲

ぴ
、
苦
痛
は
人
の
欲
せ
ざ
る
と
己
ろ
た
る
が
故
に
、
そ
れ
を
行
ム
に
は
人
局
を
要
し
、
従
て
自
然
に
背
く
亡
、
と
と
友
る
と
す
れ
ば
、

モ
D
生
産
を
論
ぜ
ぎ
る
と
と
る
に
無
矯
自
然
白
普
肇
の
論
理
の
一
貫
を
み
る
と
と
が
で
き
る
と
言
へ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
然
し
注
が

ち
縦
欲
を
詑
き
左
が
ら
欲
望
充
足
の
具
た
る
財
貨
を
徒
ら
に
人
潟
的
欲
望
白
封
象
と
し
て
排
し
、
と
れ
が
生
産
を
無
腕
す
る
が
如
昔

は
凡
そ
論
理
。
疋
営
た
る
展
開
と
し
て
は
許
さ
れ
ね
と
と
ら
で
は
た
い
で
あ
ら
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
そ
ろ
許
さ
れ
ね
限
り
、
彼
の

縦
欲
論
、
快
柴
至
上
主
義
並
に
ま
た
そ
り
矯
我
主
義
は
究
局
す
る
と
己
る
、

一
揚
の
本
論
放
談
以
外
白
何
物
で
も
在
い
と
断
ぜ
ら
れ

で
も
あ
る
ひ
は
一
言
癖
鮮
の
僻
友
か
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

本
稿
に
於
て
私
は
岩
子
、
荘
子
決
び
楊
朱
の
思
想
E
そ
れ
ぞ
れ
現
行
自
書
物
た
る
若
干
道
徳
輝
、
提
子
及
び
列
子
第
七
巻
楊
朱
矯
に
就
い
て
う
か

が
づ
た
の
で
あ
る
が
、
い
空
そ
れ
ら
の
書
物
が
い
づ
、
だ
れ
の
手
に
な
ワ
た
か
は
議
捕
の
存
す
Z
と
こ
ろ
で
あ
ワ
て
、
そ
札
ら
の
書
物
に
見
は
hw
た

る
思
想
を
以
て
直
に
そ
れ
ぞ
れ
老
子
、
来
子
、
及
び
楊
去
り
そ
れ
と
断
ず
る
わ
け
に
は
行
か
ぬ
と
と
周
知
白
如
〈
で
あ
る
。
そ
れ
で
本
稿
に
於
C
老

子
、
荘
子
及
wv
楊
朱
の
思
想
と
せ
る
も
の
は
、
般
密
に
は
上
掲
の
そ
れ
ぞ
れ
の
書
物
に
見
ほ
れ
た
る
思
想
と
言
ふ
べ
き
で
あ
る
。
訴
し
な
が
ら
そ
り

と
ξ

は
、
そ
れ
ら
白
書
物
が
誼
家
思
想
白
中
品
を
形
成
す
る
も
り
で
あ
る
こ
と
に
は
別
に
か
か
は
り
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
従
で
そ
れ
に
於
て
遺

家
の
組
梼
思
想
を
把
握
ナ
あ
と
と
が
そ
の
た
晶
に
何
ら
妨
げ
ら
れ
る
に
至
ら
ぬ
と
と
は
多
言
を
要
せ
ぬ
と
と
る
で
あ
ら
今
。

a 




